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国際ロータリー第2530地区 郡山アーバンロータリークラブ

第 36回例会   H.29.4.12㊌ ☁

K
O
R
IY

AM
A URBAN

例会日 水曜日12：30
事務所 〒963-8001 郡山市大町1-2-17 大一ビル１F　tel.024-923-0847 fax.024-939-5678 HP http://k-urb.ri2530.jp

例会場 ホテルハマツ郡山市虎丸町3-18　tel.024-935-1111
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(1)日本ロータリー学友会ロータリー財団 100周年記念シンポジウ       
　 ムのDVDが届いています。鑑賞ご希望の方はお申し出ください。
(2) 4月15日の郡山西RC創立 50周年記念式典に17名が参
　 加します。

幹事報告 采女真弓 幹事

郡山でも桜が咲き始め、いい季節になってきました。
今日の新会員お二人の卓話にご期待申し上げます。

総　　　員　37名
出　席　率　64.86％
前回修正率　100％
メークアップ　藤田弘美さん

出席報告 　宮澤キヨ子 委員長

スマイルＢＯＸ報告 佐藤洋子 委員長

出席
２4名

欠席
1３名

D蔭山寿一▶宗形さん、小林さんの卓話楽しみです。
D宗形千鶴▶本日の卓話よろしくお願い申し上げます。

D岩山　慎一　D宮﨑登志行　D味戸誠一郎
D大山三起雄　D武藤起代子　D小林真砂子　
D采女　真弓　D佐藤　功一　D高橋　　功　
D橋本　弘幸　D津野　順子　D佐藤　洋子

宮﨑登志行 会長会長挨拶

来週 19 日の例会でマイ・ロータリーへの登録をご説
明しますので、スマートホンかノートパソコンをお持ちく
ださい。登録 100％を目指したいと思います。

味戸誠一 ＩＴ委員長お知らせ

エコキャップ回収を 4 月 26 日に予定しております。例会前の 12
時頃から地下駐車場で受け付けますので、ご協力をお願いします。

向山良作 国際奉仕副委員長お知らせ

蔭山寿一 広報委員長ロータリーの友４月号・ガバナー月信のご案内

次年度に向けての地区研修と協議会が 5月21日に
白河の東京第一ホテル新白河（旧サンルート白河）
で9 時 30 分から4 時まで行われます。次年度各委
員長にスケジュールをお渡ししますので、参加よろしく
お願いします。

佐藤功一 会長エレクト

次年度地区協議会のお知らせ

縦書きの 15 ページに会津若松 RC の投稿、28 ページにいわき
平中央RCの投稿が載っています。
ガバナー月信の 7 ページに中央分区 IM 開催報告、11 ページに
当クラブのベトナム国立交響楽団への楽譜寄贈プロジェクト報告、
13ページに新入会員として小林真砂子さんが紹介されています。

昨年4月に滝田幸子さんのご紹介で入会し
ました。会員の皆様から温かい声をかけてい
ただいていることに感謝申し上げます。初め
ての卓話で大変緊張しております。入会し
てから「宗形さんは謎の人」と言われており
ますので、今日は私のプロフィールをお話しさ
せていただいきたいと思います。

私は東京目黒で生を受け、父の事業の関係で札幌で少女時代を過ご
しました。北海道では本州のことを「内地」と言います。その内地に大
変あこがれておりました。兄が東京の大学に進学し、帰省するたびに
大変垢ぬける姿を見て、東京ってなんてすごいところなんだろうと子供
心に思い、私も大学は東京に行こうと考えました。運よく進学すること
ができた学校には、多くの芸能人の先輩後輩がおりまして、大変楽し
い学生生活を過ごすことができました。3 年の終わり頃に、父から「卒
業したら北海道に帰って来て、いいところに嫁に行け」と言われましたが、

宗形千鶴さん

プログラム／会員卓話

▶開会点鐘　▶ロータリー歌斉唱「我らの生業」
▶四つのテスト唱和　渡邊万里子さん

裏面へ続く→
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▶閉会点鐘

挨拶

乾杯

ロータリー財団寄付者

米山記念奨学会寄付者

ポリオ寄付者

■津野　順子　■白岩　邦俊　■橋本　弘幸　
■宮﨑登志行　■滝田　幸子

■宮﨑登志行　■橋本　弘幸

■宮﨑登志行　■橋本　弘幸　■高橋　　功　
■味戸誠一郎

こんなに楽しい東京を去りたくないと思い、就活を始めたのです
が、学長の秘書か航空会社の口しか残っていませんでした。そ
れでは空を駆けて素敵な恋人を探そうと思い、日本航空に入社
しました。そのことを両親に伝えた時には、父から「なんだ、空のウェ
イトレスか」と言われました。毎日の大変な厳しい訓練を経て、国
内線に起用され、3 年目から国際線に機乗した後に、3 年ほど
教官を務めました。
日本航空に私が入った時代は「美貌の100期」と言われ、「知
的の200期」「向こう横丁の300期」「どうでもいい400期」「も
うこなくていい500 期」と続き、それ以降はそのような数えられ方
はなくなったようです。お盆やお正月はいつも機内にいて、日本
にいたことがほとんどなかったせいか、自分の年を数えたことがあ
りませんでしたが、ある時ラジオのアナウンサーの「今年は終戦
から何年？」との言葉を聞いて、初めて自分の年齢を感じ、そろ
そろ結婚しなければと考えるようになりました。その 1 年後に退職
して婚活を始めたのですが、なかなかいいご縁をいただけず、今
で言うプー太郎をしておりました。
郡山に来て4年目ですが、入会させていただいて素敵な皆様に
お会いできて大変うれしく思っております。父がいろいろな事業を
やっておりまして、私は今はホテル業を手伝っており、札幌、仙台、
東京、福岡と忙しく駆けずり回っておりますが、例会や行事があ
る時はできる限り出席しようと考えております。

プログラム／会員卓話

武藤様のご紹介で入会させていただ
いて 2カ月が経ちました。まだ慣れな
いことが多いのですが、皆様に本当
に良くしていただいて感謝しておりま
す。「こと」は創業 41 年になります。
駅前を拠点として 8 年ほどの間隔で
移転してきまして、現在の地は 4 軒

目となります。最初は駅前のビルにテナントとして入り、私が小
学校低学年の頃まで営業しておりました。父は東京で長く板前
として修業してきましたので、吉兆さんはじめ名門の料理屋さんを
見て来て、郡山でもそのようなお店を開きたいという夢を抱いて
おりましたが、当初は懐石料理専門ではなく、単品メニューをメイ
ンにした料理屋でした。当店は茶懐石の流れをくむ本格懐石料
理の専門店ですが、それを郡山でやってうまくやっていけるものか
という思いがあったようで、最初は単品料理の店にしたそうです。
転機が訪れたのはアーケードの中に移転した2軒目で、そこで

小林真砂子さん

今のスタイルが出来上がりました。当時、本当にやっていけるの
かどうかという不安が大きく、両親はとにかくセンスも味も磨かなく
てはいけないと、建物、内装、器、料理の勉強のために、暇さ
えあれば東京に行き、休みもなしで勉強する毎日だったと聞いて
います。スタイルを変えることに悩み続け、もしものためにもう1
軒別に居酒屋スタイルの店も作りました。現在は手放してしまい
ましたが、かなり頑張っていたと記憶しています。両親の料理へ
の情熱はもちろん今でも続いておりまして、暇さえあれば京都や
東京に行って食べ歩きをして勉強を続けております。
私は大学卒業後から店を手伝い、気が付けば20年近くが経っ
てしまいました。不景気の影響もありまして努力の毎日です。お
客様の好き嫌いのリサーチや献立を考え直したりしていますが、
まだまだ改善改良の余地はあると思い、頑張らなければと両親と
いつも話し合っております。お陰様で両親も元気で店を守ってく
れておりますが、いずれは一人で支えなければならないかと思って
おります。現在の店を建てる時に、あまりにも思い入れが強かっ
たことからバリアフリーになっておりませんので、改装していけたら
と密かに考えております。また、お客様の健康志向にも対応して
いきたいと考えております。ご予約の時に「野菜と魚を中心に」
とおっしゃる方が多いので、ヘルシー志向の献立を考えていけた
らと考えておりますが、お客様のご要望をどこまで取り入れるかが
課題です。一番困るのが宗教の関係で肉や魚が食べられない
と言われるお客様です。そうなるとかつおだしも使うことができませ
ん。多様化するご要望にきちんと対応していかなければと考えて
おります。これからも皆様に満足していただけるように頑張ってい
きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。ご清聴ありがと
うございました。

→表面からの続き


